
背景・目的
我々はより適切な動物を活用した活動プログラムの

開発を目指して，動物を活用した活動の特性について
調査してきた。これまでのところ，動物と直接かかわ
る経験をした児童のビデオ映像や感想文内容等から，
動物とかかわることは児童にとって楽しいもののかか
わった内容よりもふれあったことの方が強く記憶され
る傾向にあったこと，児童がウマにニンジンを与える
ときに児童がウマを注視する時間は活動者側の条件に
影響を受けるが，その時の児童の感想文の内容は影響
を受けないこと，活動内容への理解は児童の学年に影
響を受けること等を明らかにした（土田ら 2012，
2013，2015）。今回は，動物の世話活動を体験した児
童の感想文を，環境に配慮した福祉ガーデンの手入れ
を体験した児童の感想文と比較し，動物にかかわる活
動の特性について検討した。動物の世話とガーデンの
手入れの体験内容はそれぞれ異なるため，感想文の記
述割合と頻度の高い文言の出現割合に着目した。

調査対象
2012 年 10 月から 2014 年 12 月までの計 19 回の動

物の世話活動に，累計 177 名（男子 57 名，女子 120
名）の児童が参加し，また，計 10 回のガーデンの手
入れに累計 32 名の児童（男子 14 名，女子 18 名）が
参加し，それぞれ活動終了後に感想文を書いてもらっ
た。これら児童が活動に参加して感想文を記述した割
合について検討した。全ての活動は，保護者に活動内
容を説明の上同意書の提出の上実施した。

結　果
参加者の参加回数と感想文中で最も高い頻度でみら

れた形容詞句「楽しい」の記述割合に焦点をあてて，
感想文を分析した。ガーデンの手入れの募集では定員
に満たないことが多かった。そのため，リピーター率
が動物との活動よりも高い割合を示した。高学年の感
想文の文字数は，2 回目以降で動物との参加者より
ガーデンの参加者の方が多かった。活動参加者で感想
文を記述した割合は，初回参加では動物もガーデンも
同じ程度であったが，2 回目以降の参加では，明らか
にガーデン活動に参加した児童のほうが動物との活動
に参加した児童より高い割合で記述した。また「楽し
い」という単語は動物との活動に参加した児童の場
合，2 回目以降の参加で明らかに減少した。男女でみ
ると，感想文の記述割合は変わらなかったが，「楽し
い」と記述したのは，動物では女子が男子より多い傾
向がみられた。

考　察
動物との活動は，児童にとってとても魅力的だが，

世話活動そのものはいつもほとんど同じなので活動内
容そのものについては文章にすることが少なくなり，
活動者に工夫が必要であった。一方，ガーデンの手入
れ活動は広報において参加者が集まりにくく活動が中
止になることがあったが，参加者にとっては活動内容
が多彩で，実際にやってみると楽しいと記述する内容
が多い活動であった。以上のことから，動物の世話や
ガーデニングはそれぞれに児童に提供できる刺激や興
味の対象が異なることが明らかとなった。今後は，こ
の両者を組み込んだ形で活動を行なうことができれ
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ば，参加ごとに違う発見をしやすい，楽しく学びのあ
る活動が可能であろうと思われる。
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